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永世中立宣言で平和守る。
経済のテコは豊富な天然ガス 、医師、大臣、そして大使に

　東京渋谷区の明治通りから少し入った閑静な住宅街の一角
にトルクメニスタン大使館はある。出迎えてくださったのはグ
ルバンマメット  エリャゾフ大使。笑顔を絶やさないにこやかな
雰囲気から生粋の外交官と思いきや、何と元々はお医者さんだ
ったそう。専門は消化器内科。「沢山の患者を診察しては治療
し多くの人に感謝されました」  それがどうして大使に？「その
あとスポーツ大臣や日本で言うところの厚生大臣に任命されま
した。それが終わって今度は大使として日本に来ました」
医師、政治家、大使と全く異なるポストを次 こ々なしてきたエリ
ャゾフさん、さぞ能力の高い方に違いないと受け止めた。

「トルクメニスタンと言うと日本人はまず地理的にも近いトル
コを思い浮かべるんですが・・」

大使「我 ト々ルクメニスタン人はトルコ人の先祖であると、私た
ちは考えています。トルクメニスタン語とトルコ語はよく似てい
て三ヶ月も勉強すれば自由に使えるようになります」

　中央アジアに位置するこの国は1991年当時のソビエト連邦
から独立を果たし、1995年には永世中立を宣言、国連で185
カ国によって認定された。「ソ連から独立してみて、さてどんな
外交政策を掲げて国を守って行くか。悩んだ末に採択したの
が永世中立の宣言でした。他国と戦争をしない。他国に内政干
渉をしない。世界から武器を無くすことを目指しています。歴
史的に見ても多くの強国に囲まれている上、人口もさほど大き
くないトルクメニスタンは有史以来外国の侵略を受けてきた。
ササン朝ペルシャ、モンゴル、そして帝政ロシアーソ連。イスラ
ム勢力の侵略を受け、イスラム教への改宗を迫られた時は「戦
争をして大きな犠牲を出すよりはと当時の指導者が決断。それ
までのゾロアスター教(拝火教)を捨てて国ごとイスラム化した
と言う。トルクメニスタンはそれ以来今もイスラム教の国なの
だ。

　20世紀末の永世中立も、大国のはざまで生き抜く人口520
万人の小国の知恵なのかもしれない。世界の地域紛争をいか
にして無くすかを研究する国連機関「外交予防センター」 もこ
の国に置かれている。
　一方経済発展の中核として期待されているのが天然ガスだ。
埋蔵量は世界第4位を誇る。天然ガスのお陰で、経済成長率は
年１０%程度という高率を保っている。

「2013年には我が国の大統領が日本を訪問、10億米ドルの
経済協力プロジェクトの契約に調印しました。その中の肥料工
場は2014年に稼動しました。資源大国トルクメニスタンと先進
国日本とはもっともっと協力提携の可能性があると思います」 
　大使の視線は更なる未来を見据えているようだ。

文：山下靖典（ＩＡＣ顧問）
写真：藤倉明治（ＩＡＣ会員）

の
韓
国
（
二
〇
〇
四
年
）
や
中
国
（
二
〇
一
〇
年
）

で
の
大
会
を
み
る
限
り
、
大
会
開
催
に
よ
る
国
の

博
物
館
施
策
や
博
物
館
に
対
す
る
社
会
的
認
知

度
の
高
ま
り
な
ど
に
お
い
て
、
非
常
に
影
響
力
が

大
き
い
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。今
後
は
、
広
く
一

般
市
民
な
ど
に
向
け
て
も
博
物
館
に
対
す
る
社

会
的
認
知
度
を
高
め
る
た
め
の
活
動
を
展
開
し

て
い
く
こ
と
が
重
要
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

❷
な
ぜ
国
際
的
な
活
動
に
関
わ
る
の
か

　

で
は
、
な
ぜ
一
地
域
博
物
館
の
学
芸
員
が
こ
の

よ
う
な
国
際
的
な
活
動
に
関
わ
る
の
か
。私
は
地

域
博
物
館
に
身
を
置
く
者
と
し
て
、「
地
域
性
と

国
際
性
」
の
往
復
活
動
が
重
要
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。つ
ま
り
、
地
域
に
密
着
し
、
文
献
資
料
調
査
や

フ
ィ
ー
ル
ド
調
査
を
通
じ
て
日
本
近
現
代
の
制

度
や
地
域
住
民
の
生
き
ざ
ま
に
深
く
切
り
込
み

つ
つ
、
一
方
で
国
際
的
な
活
動
を
通
じ
て
社
会
や

歴
史
を
ホ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
に
把
握
で
き
る
よ
う

❶
I
C
O
M
京
都
大
会
の
開
催
決
定

　

本
年
六
月
三
日
、
パ
リ
の
ユ
ネ
ス
コ
本
部
で
開

催
さ
れ
た
国
際
博
物
館
会
議
（
I
C
O
M
）
の
諮

問
委
員
会
で
、
二
〇
一
九
年
の
I
C
O
M
大
会
の

開
催
都
市
が
京
都
市
に
決
定
し
ま
し
た
。九
月
一

〜
七
日
に
約
三
千
人
の
博
物
館
専
門
家
が
参
加

し
て
開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

I
C
O
M
日
本
委
員
会
（
委
員
長
：
青
木
保
・

国
立
新
美
術
館
長
）
は
、
こ
の
三
年
に
一
度
開
催

さ
れ
る
I
C
O
M
大
会
の
京
都
開
催
が
日
本
の

博
物
館
全
体
の
国
際
化
を
促
し
、
そ
の
振
興
に
寄

与
す
る
も
の
と
し
て
、
大
会
招
致
準
備
委
員
会
お

よ
び
作
業
部
会
を
設
置
し
、
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
。開
催
が
決
定
し
た
の
で
、
今
後
は

大
会
運
営
委
員
会
を
設
置
し
、
オ
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン

で
準
備
を
進
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

I
C
O
M
や
そ
の
大
会
自
体
は
博
物
館
の
専

門
家
の
た
め
で
あ
り
、
博
物
館
に
関
す
る
国
際
共

通
認
識
な
ど
を
形
成
す
る
場
で
す
が
、
こ
れ
ま
で

努
め
る
こ
と
で
、
所
属
先
の
博
物
館
に
お
け
る
モ

ノ
や
知
の
共
有
の
仕
方
を
、
市
民
の
知
的
生
活
に

対
し
て
よ
り
幅
広
く
影
響
を
与
え
る
形
に
で
き

る
よ
う
に
努
め
る
こ
と
が
大
切
な
の
で
す
。

　

こ
う
し
た
活
動
に
よ
っ
て
、
自
分
自
身
の
仕
事

上
の
立
ち
位
置
や
役
割
を
理
解
し
、
俯
瞰
的
に
地

域
史
や
所
属
先
の
博
物
館
の
仕
事
を
理
解
す
る

こ
と
も
で
き
る
よ
う
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と

思
っ
て
い
ま
す
。

❸
メ
リ
ッ
ト
と
リ
ス
ク

　

こ
の
他
に
も
、
I
C
O
M
に
参
加
す
る
メ
リ
ッ

ト
は
あ
り
ま
す
。I
C
O
M
活
動
に
関
わ
る
と
、

博
物
館
に
関
す
る
国
際
的
な
共
通
認
識
や
規
範

等
の
作
成
に
も
関
わ
る
こ
と
が
で
き
る
他
、
国
際

的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
通
じ
て
、
様
々
な
共
同
研
究

や
共
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
す
る
チ
ャ
ン
ス

が
生
ま
れ
ま
す
。

　

一
方
で
、
水
族
館
の
イ
ル
カ
問
題
や
軍
艦
島
な

ど
の
世
界
遺
産
登
録
に
係
る
外
交
問
題
、
博
物
館

の
収
蔵
資
料
の
返
還
要
求
問
題
な
ど
を
み
て
も

お
分
か
り
の
と
お
り
、
I
C
O
M
大
会
招
致
＝
日

本
の
博
物
館
の
国
際
化
に
つ
い
て
は
、
リ
ス
ク
も

伴
い
ま
す
。「
国
際
化
」と
は「
合
理
化
・
近
代
化
」

で
あ
り
、「『
伝
統
』や『
自
ら
の
価
値
観
』か
ら
の

脱
却
」
で
も
あ
り
ま
す
。「
国
際
標
準
」
と
い
う
名

の
荒
波
に
自
ら
漕
ぎ
出
し
た
か
ら
に
は
、
様
々
な

議
論
に
向
き
合
う
覚
悟
が
必
要
で
す
。大
切
な
の

は
、
自
分
た
ち
に
と
っ
て
都
合
が
悪
い
様
々
な
議

論
に
対
し
て
も
、
オ
ー
プ
ン
・
マ
イ
ン
ド
で
向
き

合
う
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

❹
I
A
C
で
の
経
験
か
ら
学
ん
だ
こ
と

　

こ
う
し
た
考
え
方
の
ベ
ー
ス
に
は
、
十
五
〜
十

六
年
ほ
ど
前
に
関
わ
ら
せ
て
い
た
だ
い
た
国
際

芸
術
家
セ
ン
タ
ー
（
I
A
C
）
で
の
経
験
が
あ
り

ま
す
。様
々
な
地
域
の
伝
統
芸
能
を
舞
台
化
し
世

界
に
発
信
す
る
こ
と
の
大
切
さ
や
、
そ
の
根
底
に

あ
る
恒
久
平
和
に
対
す
る
思
い
は
、
今
も
私
の
心

▲流暢な日本語で通訳してくれた
　Govher Berdiyeva( ゴーヘル　ベルディエワ）
　三等書記官

▲トルクメニスタンの民族衣装のゴーヘル書記官、
　出席者には日本の民族衣装の着物姿もみられ
　美しい民族衣装の交流会でもあった。
　　　　　　　　　　　　　　　写真©大山雅義

日
本
の
博
物
館
の
国
際
化
と

地
域
博
物
館
の
活
性
化

吹
田
市
立
博
物
館　

学
芸
員
（
近
現
代
史
・
博
物
館
学
）  

元
I
C
O
M
大
会
招
致
準
備
委
員
会
作
業
部
会　

委
員　

五
月
女
賢
司

の
奥
に
根
差
し
て
い
ま
す
。博
物
館
も
調
査
研
究

の
成
果
を
展
示
と
い
う
形
で
昇
華
さ
せ
、
多
く
の

来
館
者
に
見
て
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
と
い
う
意

味
で
、
伝
統
芸
能
の
舞
台
化
と
共
通
点
が
多
い
の

で
す
。今
後
は
、
有
形
の
モ
ノ
の
保
存
・
活
用
に

根
差
し
た
博
物
館
活
動
を
超
え
て
、
よ
り
積
極
的

に
無
形
文
化
財
や
市
民
の
経
験
・
思
い
と
い
っ

た
無
形
の
モ
ノ
の
保
存
・
活
用
に
も
取
り
組
む

必
要
が
あ
り
、
I
A
C
で
の
経
験
を
発
揮
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

❺
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
大
切
に
す
る
活
動
を

　

地
域
博
物
館
に
身
を
置
く
と
、
地
域
か
ら
の

様
々
な
依
頼
や
寄
贈
申
込
み
な
ど
に
接
し
ま
す
。

マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
組
合
か
ら
大
阪
万
博
に
つ
い

て
の
話
を
し
て
欲
し
い
と
い
う
依
頼
や
、
図
書
館

か
ら
市
民
向
け
講
座
で
戦
時
下
の
吹
田
の
話
を

し
て
欲
し
い
と
い
っ
た
依
頼
も
あ
り
ま
す
。ま

た
、
九
〇
年
以
上
前
に
建
設
さ
れ
た
千
里
山
住
宅

地
の
中
で
も
特
に
古
い
民
家
を
壊
す
こ
と
に
な

っ
た
と
い
う
情
報
を
受
け
、
現
地
調
査
を
す
る
こ

と
も
あ
れ
ば
、
祖
父
の
遺
品
の
軍
刀
や
自
分
で
集

め
た
昭
和
三
〇
〜
四
〇
年
代
の
家
電
が
大
量
に

あ
る
の
で
寄
贈
し
た
い
と
い
う
申
込
み
ま
で
、
本

当
に
様
々
で
す
。

　

こ
う
い
っ
た
地
域
博
物
館
が
持
つ
、
市
民
に
と

っ
て
身
近
な
情
報
や
モ
ノ
に
つ
い
て
、
今
後
学
芸

員
が
ど
の
よ
う
に
歴
史
的
な
価
値
や
意
味
を
付

加
し
、
ど
の
よ
う
に
提
示
し
、
ど
の
よ
う
に
地
域

の
身
近
な『
宝
物
』に
し
て
い
く
の
か
、
こ
れ
か
ら

の
大
き
な
挑
戦
で
す
。地
域
史
を
日
本
史
や
世
界

史
に
位
置
づ
け
る
仕
組
み
、
そ
し
て
、
地
域
史
を

自
分
史
に
位
置
づ
け
て
も
ら
え
る
よ
う
な
提
示

法
が
重
要
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。そ
う
や
っ
て
地

域
史
を
相
対
化
し
、
自
分
化
し
、
そ
し
て
俯
瞰
す

る
こ
と
が
、
市
民
一
人
一
人
が
地
域
の
未
来
を
創

造
す
る
原
動
力
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ

て
い
る
の
で
す
。

ア
イ
コ
ム

　2013年５月に駐日トルクメニスタン大使館が開設され、今年
で２周年を迎えます。それを記念して同国の文化、絨毯、衣装
を紹介する会が開催され、ＩＡＣの関係者も多数出
席しました。トルクメニスタンのお茶やお菓子での
懇親会も行われ、多くの参加者から、トルクメニス
タンについてもっと知りたい、という声がきかれまし
た。さらにトルクメニスタン大使館と別のイベントも
企画して、交流を継続していきたいと思います。

こんにちは、大使館【 第 20 回 】トルクメニスタン

ＩＡＣの文化交流の強力なパートナーは、
各国在日大使館です。それぞれの国につ
いて、「食」や「民族芸術」のシリーズとは別
の切り口でこの紙面から紹介します。
このコーナーは引き続きＩＡＣ会員の取材
で構成します。ご興味がある方は、事務局
にお問合せください。

▲トルクメニスタン大使館　特命全権大使
　Gurbanmammet ELYASOV （グルバンマメット　エリャゾフ）さん

ウクライナ

トルコ

キプロス
シリア

レバノン
イスラエル

ヨルダン

グルジア

アルメニア
アゼルバイジャン

イラク イラン
アフガニスタン

トルクメニスタン

アシガバート

ウズベキスタン
キルギス

タジキスタン

カザフスタンロシア

写真©ささきあり

トルクメニスタンの文化紹介 ４月 21日　トルクメニスタン大使館にて



　
本
年
、
ア
ル
メ
ニ
ア
大
使
館
で
は
「
ア
ル
メ
ニ
ア
人
ジ
ェ
ノ
サ
イ

ド
一
〇
〇
周
年
を
記
念
し
て
」
様
々
な
催
し
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

「
ア
ル
メ
ニ
ア
文
化
週
間
」
も
そ
の
一
環
で
、Ｉ
Ａ
Ｃ
も
協
力
し
ま
し

た
。
こ
の
意
義
深
い
イ
ベ
ン
ト
に
際
し
て
、
駐
日
ア
ル
メ
ニ
ア
共
和

国
グ
ラ
ン
ト
・
ポ
ゴ
シ
ャ
ン
特
命
全
権
大
使
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
ご
紹

介
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

 

駐
日
ア
ル
メ
ニ
ア
共
和
国

特
命
全
権
大
使　

グ
ラ
ン
ト
・
ポ
ゴ
シ
ャ
ン
さ
ん

　

今
年
五
月
十
九
日
か
ら
五
月
二
十
四
日
ま
で
代
官
山
ヒ
ル
サ
イ
ド
テ

ラ
ス
に
て
開
催
さ
れ
た
「
ア
ル
メ
ニ
ア
文
化
週
間
」
は
我
々
ア
ル
メ
ニ
ア

大
使
館
が
ア
ル
メ
ニ
ア
人
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
一
〇
〇
周
年
を
記
念
し
て
催
し

て
い
る
様
々
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
一
つ
で
す
。

　

今
か
ら
一
〇
〇
年
前
、
ア
ル
メ
ニ
ア
人
は
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
と
い
う
大
き

な
悲
劇
を
経
験
し
ま
し
た
。こ
れ
は
七
〇
年
前
に
日
本
が
経
験
し
た
広
島
・

長
崎
に
対
す
る
原
爆
投
下
と
同
じ
よ
う
に
、
何
世
代
に
も
わ
た
っ
て
ア
ル

メ
ニ
ア
人
に
傷
跡
を
残
し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
悲
し
み
の
歴
史
を
乗
り

越
え
て
き
た
両
民
族
が
、
手
を
取
り
合
っ
て
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
こ
と

は
、
大
変
意
義
深
い
こ
と
だ
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

今
回
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
ア
ル
メ
ニ
ア
と
関
係
を
も
つ
我
々
の
日
本
の
友

人
た
ち
の
力
を
借
り
て
、
日
本
の
皆
様
に
ア
ル
メ
ニ
ア
文
化
を
紹
介
し
、

さ
ら
に
文
化
の
ク
ロ
ス
も
行
う
こ
と
で
平
和
・
共
生
へ
の
願
い
を
伝
え
る

も
の
で
し
た
。
例
え
ば
、
我
が
国
の
長
い
歴
史
と
伝
統
を
象
徴
す
る
ハ
チ

カ
ル
（
十
字
架
の
石
）
や
教
会
建
築
を
紹
介
す
る
に
あ
た
っ
て
、
長
年
こ

れ
ら
の
保
存
・
研
究
に
携
わ
っ
て
い
る
日
本
の
先
生
方
に
ご
協
力
い
た
だ

き
、
非
常
に
充
実
し
た
展
示
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
以

前
か
ら
我
々
の
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
る
I
A
C
の
皆
様
の
ご
協
力
で
実
現
し

た
「
食
の
ク
ロ
ス
テ
イ
ス
テ
ィ
ン
グ
」
で
は
日
本
・
ア
ル
メ
ニ
ア
両
国
の
食

文
化
の
相
性
が
と
て
も
よ
い
と
い
う
こ
と
を
、
ご
来
場
の
方
々
に
ご
理
解

い
た
だ
け
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
I
A
C
の
皆
様
を
は
じ
め
、
イ
ベ
ン
ト
に

協
力
し
て
く
だ
さ
っ
た
す
べ
て
の
方
々
に
こ
の
場
を
借
り
て
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　

我
々
は
、
今
後
も
日
本
で
は
ま
だ
馴
染
み
の
薄
い
ア
ル
メ
ニ
ア
と
い
う

国
の
文
化
・
習
慣
を
日
本
の
皆
様
に
紹
介
さ
せ
て
頂
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
本
イ
ベ
ン
ト
の
よ
う
な
文
化
面
で
の
交
流
を
通
し
て
、
日
本
と

ア
ル
メ
ニ
ア
の
両
国
民
間
の
友
好
関
係
が
さ
ら
に
深
ま
り
、
平
和
・
共
生

と
い
う
共
通
の
価
値
観
の
も
と
で
両
国
が
と
も
に
発
展
し
て
い
く
こ
と
を

強
く
願
っ
て
お
り
ま
す
。

五
月
十
九
日
〜
五
月
二
十
四
日
　
代
官
山
ヒ
ル
サ
イ
ド
テ
ラ
ス
に
て

主
催
：
ア
ル
メ
ニ
ア
大
使
館
　
協
力:

国
際
芸
術
家
セ
ン
タ
ー

ア
ル
メ
ニ
ア
文
化
週
間

ＩＡＣの年会費を 5,000 円に下げました。
さらに多くの方に文化交流の面白さ、国際交流の楽しさ
を味わっていただきたいと思います。９月からＩＡＣの
ネットワークの強みを生かした各国大使館との協力の新
企画もひかえています。 是非、この機会にご入会ください。

地方でのイベントももっと実現したいです。国際交流、
文化交流の事業を加えて地方創生を考えてみられません
か。ＩＡＣがご協力いたします。

新企画「大使館でお茶を」
日本に居ながらにして各国の家庭のおもてなしを受け
る！　そんなＩＡＣだからこそ実現できるイベントです。
各国の一般のご家庭で普段お客様を迎える際のお茶、お
菓子、その作法など実際に大使館をお客様として訪問し
て体験します。
イベント日時
・タンザニア大使館　9月 12 日（土）14 時から
・セルビア大使館　11 月 19 日（木）15：30 から
・ボツワナ大使館　（１０月で調整中）
参加費：2,500 円（ＩＡＣ会員限定）
お問合せ　info@iactokyo.jp
03－5426－2047

（事務局：金屋輝美）

事務局便り

▲味噌松風（調理、提供：中路理恵子）

▲（左）日本のお酒　（右）アルメニアのお酒

▲葡萄の葉のトルマ（Tolma）
　（調理、提供：高田桃子）

▲ヨーグルトと味噌をほぼ同量ずつ合わせて「ヨーグルト味噌の床（とこ）」を作る。
　この中に、人参、セロリなど野菜の他、鮭、豆腐、カマンベールチーズなどを漬け込む。
　（食材によっては、キッチンペーパーに包んで漬け込んでください。）

　
早
朝
の
築
地
で
旬
の
食
材
の
買
物
を
し
て
、
そ
の
あ
と
、
ひ
な
祭
り
の
メ
ニ
ュ
ー
を

皆
で
つ
く
っ
て
み
る
そ
ん
な
女
の
子
の
ハ
レ
の
日
の
イ
ベ
ン
ト
で
し
た
。

　
Ｉ
Ａ
Ｃ
会
員
の
高
田
桃
子
さ
ん
（
管
理
栄
養
士
、
料
理
研
究
家
）
と
築
地
で
食
材
を

扱
う
調
理
人
の
森
田
博
文
さ
ん
の
指
導
で
三
品
を
作
り
ま
し
た
。

　
早
朝
か
ら
の
イ
ベ
ン
ト
に
か
か
わ
ら
ず
、
コ
ー
ト
ジ
ボ
ワ
ー
ル
大
使
館
か
ら
バ
カ
ヨ

コ
・
コ
ナ
ベ
・
ヴ
ァ
メ
さ
ん
が
ご
参
加
、
初
め
て
の
家
庭
的
な
和
食
の
メ
ニ
ュ
ー
に
ド
キ

ド
キ
で
し
た
。

　① 

蛤
の
お
吸
い
物
　
　（
指
導
：
森
田
博
文
）

② 

寿
司
ケ
ー
キ
　
　
　（
指
導
：
高
田
桃
子
）

③ 

豆
腐
の
味
噌
漬
け
と
菜
の
花
の
和
え
物

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
指
導
：
高
田
桃
子
）

　　
メ
ニ
ュ
ー
③
の
「
ヨ
ー
グ
ル
ト
と
味
噌
を
ま
ぜ
た
床
」
に
付
け
込
ん
だ
豆
腐
や
野
菜

が
好
評
で
し
た
。

　
秋
田
の
ヤ
マ
モ
味
噌
さ
ん
と
東
京
ワ
イ
ナ
リ
ー
さ
ん
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　
こ
れ
か
ら
も
Ｉ
Ａ
Ｃ
は
日
本
の
誇
れ
る
食
材
の
味
噌
や
地
方
の
特
産
品
を
楽
し
め
る

企
画
を
考
え
た
い
と
思
い
ま
す
。
関
係
の
団
体
や
企
業
の
方
、
お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

三
月
三
日　

築
地
場
外
市
場
に
て

食
の
歳
時
記
＠
つ
き
じ　

ひ
な
祭
り　

写真：（会場の様子・料理写真）阿部櫻子、（酒）竹田重仁 イラン

カスピ海
黒海

トルクメニスタン

ウズベキスタン

イラクシリア

トルコ

グルジア

ロシア

アゼルバイジャン
エレバン

アルメニア

　

ポ
ゴ
シ
ャ
ン
大
使
か
ら
は
Ｉ
Ａ
Ｃ
に
大
変
ユ
ニ
ー
ク
な
ご
提
案
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
そ
れ
は
「
食
の
ク
ロ
ス
テ
イ
ス
テ
ィ
ン
グ
」、
つ
ま
り
、
日
本
酒

に
合
う
ア
ル
メ
ニ
ア
の
料
理
と
菓
子
、
ア
ル
メ
ニ
ア
の
お
酒
に
合

う
日
本
の
料
理
と
和
菓
子
を
提
供
す
る
こ
と
を
Ｉ
Ａ
Ｃ
に
任
せ
た

い
と
の
こ
と
で
し
た
。
う
れ
し
い
ご
提
案
で
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
に
ア

ル
メ
ニ
ア
と
日
本
の
料
理
を
そ
れ
ぞ
れ
二
品
、
お
菓
子
を
そ
れ
ぞ

れ
一
品
提
供
、
そ
れ
で
好
き
な
組
み
合
わ
せ
を
ア
ン
ケ
ー
ト
し
ま
し

た
。
そ
の
結
果
を
人
気
の
組
合
せ
と
し
て
ク
ロ
ー
ジ
ン
グ
で
再
度
、

そ
の
メ
ニ
ュ
ー
を
提
供
し
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
人
気
の
組
合
せ
は
、

●
ア
ル
メ
ニ
ア
料
理　

葡
萄
の
葉
の
ト
ル
マ
（Tolm

a

）

　
　
　
　

ｘ

　

日
本
の
お
酒

●
日
本
の
お
菓
子　

味
噌
松
風

　
　
　
　

ｘ

　

ア
ル
メ
ニ
ア
の
お
酒

で
し
た
。

　
こ
の
企
画
で
大
役
を
果
た
し
て
く
だ
さ
っ
た
会
員
の
高
田
桃
子

さ
ん
と
中
路
理
恵
子
さ
ん
か
ら
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

昨
年
I
A
C
の
ご
助
力
を
頂
い
て
、
ラ
ト
ビ
ア
へ
夏
至
祭
り
や
食
探
訪

の
旅
に
出
て
以
来
、
食
を
通
し
た
文
化
交
流
の
世
界
に
ど
っ
ぷ
り
楽
し
く

は
ま
っ
て
お
り
ま
す
。
今
回
は
ア
ル
メ
ニ
ア
文
化
週
間
の
イ
ベ
ン
ト
に
お

出
し
す
る
ア
ル
メ
ニ
ア
料
理
四
品
と
い
う
事
で
大
役
を
承
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
大
変
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
普
段
は
出
来
な
い
体
験
で
あ
り
、
今

ま
で
全
く
知
る
こ
と
の
な
か
っ
た
ア
ル
メ
ニ
ア
の
文
化
に
触
れ
る
事
が
出

来
た
の
は
得
難
い
経
験
で
し
た
。

　

今
回
大
使
館
に
頂
い
た
レ
シ
ピ
で
作
っ
た
ア
ル
メ
ニ
ア
料
理
は
ど
れ
も

ヘ
ル
シ
ー
で
美
味
し
く
、
食
材
や
料
理
法
な
ど
近
隣
諸
国
と
の
繋
が
り
も

垣
間
見
え
、
や
は
り
食
文
化
は
奥
深
く
て
面
白
い
な
ぁ
と
改
め
て
感
じ
た

次
第
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
金
銭
に
変
え
ら
れ
な
い
経
験
と
い
う
価
値
を
得
ら
れ
た
の

は
と
て
も
幸
せ
な
こ
と
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
今
回
、
テ
ィ
ー
イ
ン

ス
ト
ラ
ク
タ
ー
で
お
菓
子
の
専
門
家
で
も
中
路
理
恵
子
さ
ん
と
経
験
を
分

か
ち
合
え
た
こ
と
も
貴
重
で
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
益
々
食
を
通
し
た
文
化
交
流
の
輪
が
広
が
っ
て
い
き
そ
う
な

予
感
で
、
ワ
ク
ワ
ク
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
に
乞
う
ご
期
待
！
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

（
高
田
桃
子　

Ｉ
Ａ
Ｃ
会
員
、
管
理
栄
養
士
、

世
界
の
家
庭
料
理
研
究
家
）

HP   http://sophia-net.com

ＩＡＣ の年会費が 5千円にさがりました！
～ 世界とつながる活動を一緒にしてみませんか？～

<official site>http://iactokyo.jp 　<facebook>http://iactokyo.jp/facebook/
<web-shop 世界の工芸品>http://iactokyo.shop-pro.jp 　 

写真：（会場の様子など）大山雅義、　（酒）竹田重仁、（ヨーグルト味噌関連）高田桃子

会員として活動に参加してください。
年会費：個人5千円　法人５万円（一口）
「風流」の同行取材にご協力いただけ
る方を募集しています。
広告を募集しています。

●

●

●
「風流」やIACホームページへの広告で、貴社、貴店の
 PRとともにIACの活動をサポートしてください。

一緒に実現する
IACの文化交流

活動報告等
載せています

　

こ
の
た
び
、
ア
ル
メ
ニ
ア
文
化
週
間
で
お
菓
子
を
担
当
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

事
前
に
、
大
使
と
お
目
も
じ
す
る
機
会
を
い
た
だ
き
、
自
国
の
文
化

と
同
じ
よ
う
に
日
本
の
食
文
化
に
も
精
通
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
感
激
い
た

し
ま
し
た
。

　

そ
の
時
に
「
食
の
ク
ロ
ス
オ
ー
バ
ー
」
と
の
お
題
を
頂
戴
し
悩
ん
だ
結

果
、ア
ル
メ
ニ
ア
の
お
菓
子
は
、ア
ラ
ブ
圏
な
ど
で
も
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な
、ナ
ッ

ツ
を
挟
ん
だ
パ
イ
生
地
に
シ
ロ
ッ
プ
を
か
け
た
「
パ
ク
ラ
バ
」、
ア
ル
メ
ニ

ア
ワ
イ
ン
や
ブ
ラ
ン
デ
ー
に
合
う
和
菓
子
と
し
て
、「
味
噌
松
風
」
を
。

　

味
噌
松
風
と
は
、
味
噌
入
り
、
し
っ
か
り
め
の
食
感
の
ケ
ー
キ
の
様
な

お
菓
子
で
、
味
噌
の
発
酵
し
た
う
ま
み
や
風
味
、
焼
く
と
立
ち
上
る
カ

ラ
メ
ル
臭
が
ブ
ド
ウ
の
発
酵
さ
せ
た
お
酒
に
合
う
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。

　

和
菓
子
は
、
見
た
目
華
や
か
な
お
菓
子
が
よ
い
の
で
は
と
、
地
味
な
こ

の
お
菓
子
を
提
案
さ
せ
て
い
た
だ
く
の
は
か
な
り
勇
気
が
要
り
ま
し
た

が
、
結
果
、
好
評
を
賜
り
、
う
れ
し
く
思
い
ま
し
た
。

　

今
回
勉
強
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
ば
か
り
で
、
今
後
も
継
続
し
て
ア
ル

メ
ニ
ア
の
豊
か
な
文
化
と
歴
史
に
も
っ
と
触
れ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
中
路
理
恵
子　

Ｉ
Ａ
Ｃ
会
員
、
調
理
師
、

製
菓
衛
生
士
、
テ
ィ
ー
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）



　
本
年
、
ア
ル
メ
ニ
ア
大
使
館
で
は
「
ア
ル
メ
ニ
ア
人
ジ
ェ
ノ
サ
イ

ド
一
〇
〇
周
年
を
記
念
し
て
」
様
々
な
催
し
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

「
ア
ル
メ
ニ
ア
文
化
週
間
」
も
そ
の
一
環
で
、Ｉ
Ａ
Ｃ
も
協
力
し
ま
し

た
。
こ
の
意
義
深
い
イ
ベ
ン
ト
に
際
し
て
、
駐
日
ア
ル
メ
ニ
ア
共
和

国
グ
ラ
ン
ト
・
ポ
ゴ
シ
ャ
ン
特
命
全
権
大
使
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
ご
紹

介
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

 

駐
日
ア
ル
メ
ニ
ア
共
和
国

特
命
全
権
大
使　

グ
ラ
ン
ト
・
ポ
ゴ
シ
ャ
ン
さ
ん

　

今
年
五
月
十
九
日
か
ら
五
月
二
十
四
日
ま
で
代
官
山
ヒ
ル
サ
イ
ド
テ

ラ
ス
に
て
開
催
さ
れ
た
「
ア
ル
メ
ニ
ア
文
化
週
間
」
は
我
々
ア
ル
メ
ニ
ア

大
使
館
が
ア
ル
メ
ニ
ア
人
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
一
〇
〇
周
年
を
記
念
し
て
催
し

て
い
る
様
々
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
一
つ
で
す
。

　

今
か
ら
一
〇
〇
年
前
、
ア
ル
メ
ニ
ア
人
は
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
と
い
う
大
き

な
悲
劇
を
経
験
し
ま
し
た
。こ
れ
は
七
〇
年
前
に
日
本
が
経
験
し
た
広
島
・

長
崎
に
対
す
る
原
爆
投
下
と
同
じ
よ
う
に
、
何
世
代
に
も
わ
た
っ
て
ア
ル

メ
ニ
ア
人
に
傷
跡
を
残
し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
悲
し
み
の
歴
史
を
乗
り

越
え
て
き
た
両
民
族
が
、
手
を
取
り
合
っ
て
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
こ
と

は
、
大
変
意
義
深
い
こ
と
だ
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

今
回
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
ア
ル
メ
ニ
ア
と
関
係
を
も
つ
我
々
の
日
本
の
友

人
た
ち
の
力
を
借
り
て
、
日
本
の
皆
様
に
ア
ル
メ
ニ
ア
文
化
を
紹
介
し
、

さ
ら
に
文
化
の
ク
ロ
ス
も
行
う
こ
と
で
平
和
・
共
生
へ
の
願
い
を
伝
え
る

も
の
で
し
た
。
例
え
ば
、
我
が
国
の
長
い
歴
史
と
伝
統
を
象
徴
す
る
ハ
チ

カ
ル
（
十
字
架
の
石
）
や
教
会
建
築
を
紹
介
す
る
に
あ
た
っ
て
、
長
年
こ

れ
ら
の
保
存
・
研
究
に
携
わ
っ
て
い
る
日
本
の
先
生
方
に
ご
協
力
い
た
だ

き
、
非
常
に
充
実
し
た
展
示
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
以

前
か
ら
我
々
の
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
る
I
A
C
の
皆
様
の
ご
協
力
で
実
現
し

た
「
食
の
ク
ロ
ス
テ
イ
ス
テ
ィ
ン
グ
」
で
は
日
本
・
ア
ル
メ
ニ
ア
両
国
の
食

文
化
の
相
性
が
と
て
も
よ
い
と
い
う
こ
と
を
、
ご
来
場
の
方
々
に
ご
理
解

い
た
だ
け
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
I
A
C
の
皆
様
を
は
じ
め
、
イ
ベ
ン
ト
に

協
力
し
て
く
だ
さ
っ
た
す
べ
て
の
方
々
に
こ
の
場
を
借
り
て
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　

我
々
は
、
今
後
も
日
本
で
は
ま
だ
馴
染
み
の
薄
い
ア
ル
メ
ニ
ア
と
い
う

国
の
文
化
・
習
慣
を
日
本
の
皆
様
に
紹
介
さ
せ
て
頂
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
本
イ
ベ
ン
ト
の
よ
う
な
文
化
面
で
の
交
流
を
通
し
て
、
日
本
と

ア
ル
メ
ニ
ア
の
両
国
民
間
の
友
好
関
係
が
さ
ら
に
深
ま
り
、
平
和
・
共
生

と
い
う
共
通
の
価
値
観
の
も
と
で
両
国
が
と
も
に
発
展
し
て
い
く
こ
と
を

強
く
願
っ
て
お
り
ま
す
。

五
月
十
九
日
〜
五
月
二
十
四
日
　
代
官
山
ヒ
ル
サ
イ
ド
テ
ラ
ス
に
て

主
催
：
ア
ル
メ
ニ
ア
大
使
館
　
協
力:

国
際
芸
術
家
セ
ン
タ
ー

ア
ル
メ
ニ
ア
文
化
週
間

ＩＡＣの年会費を 5,000 円に下げました。
さらに多くの方に文化交流の面白さ、国際交流の楽しさ
を味わっていただきたいと思います。９月からＩＡＣの
ネットワークの強みを生かした各国大使館との協力の新
企画もひかえています。 是非、この機会にご入会ください。

地方でのイベントももっと実現したいです。国際交流、
文化交流の事業を加えて地方創生を考えてみられません
か。ＩＡＣがご協力いたします。

新企画「大使館でお茶を」
日本に居ながらにして各国の家庭のおもてなしを受け
る！　そんなＩＡＣだからこそ実現できるイベントです。
各国の一般のご家庭で普段お客様を迎える際のお茶、お
菓子、その作法など実際に大使館をお客様として訪問し
て体験します。
イベント日時
・タンザニア大使館　9月 12 日（土）14 時から
・セルビア大使館　11 月 19 日（木）15：30 から
・ボツワナ大使館　（１０月で調整中）
参加費：2,500 円（ＩＡＣ会員限定）
お問合せ　info@iactokyo.jp
03－5426－2047

（事務局：金屋輝美）

事務局便り

▲味噌松風（調理、提供：中路理恵子）

▲（左）日本のお酒　（右）アルメニアのお酒

▲葡萄の葉のトルマ（Tolma）
　（調理、提供：高田桃子）

▲ヨーグルトと味噌をほぼ同量ずつ合わせて「ヨーグルト味噌の床（とこ）」を作る。
　この中に、人参、セロリなど野菜の他、鮭、豆腐、カマンベールチーズなどを漬け込む。
　（食材によっては、キッチンペーパーに包んで漬け込んでください。）

　
早
朝
の
築
地
で
旬
の
食
材
の
買
物
を
し
て
、
そ
の
あ
と
、
ひ
な
祭
り
の
メ
ニ
ュ
ー
を

皆
で
つ
く
っ
て
み
る
そ
ん
な
女
の
子
の
ハ
レ
の
日
の
イ
ベ
ン
ト
で
し
た
。

　
Ｉ
Ａ
Ｃ
会
員
の
高
田
桃
子
さ
ん
（
管
理
栄
養
士
、
料
理
研
究
家
）
と
築
地
で
食
材
を

扱
う
調
理
人
の
森
田
博
文
さ
ん
の
指
導
で
三
品
を
作
り
ま
し
た
。

　
早
朝
か
ら
の
イ
ベ
ン
ト
に
か
か
わ
ら
ず
、
コ
ー
ト
ジ
ボ
ワ
ー
ル
大
使
館
か
ら
バ
カ
ヨ

コ
・
コ
ナ
ベ
・
ヴ
ァ
メ
さ
ん
が
ご
参
加
、
初
め
て
の
家
庭
的
な
和
食
の
メ
ニ
ュ
ー
に
ド
キ

ド
キ
で
し
た
。

　① 

蛤
の
お
吸
い
物
　
　（
指
導
：
森
田
博
文
）

② 

寿
司
ケ
ー
キ
　
　
　（
指
導
：
高
田
桃
子
）

③ 

豆
腐
の
味
噌
漬
け
と
菜
の
花
の
和
え
物

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
指
導
：
高
田
桃
子
）

　　
メ
ニ
ュ
ー
③
の
「
ヨ
ー
グ
ル
ト
と
味
噌
を
ま
ぜ
た
床
」
に
付
け
込
ん
だ
豆
腐
や
野
菜

が
好
評
で
し
た
。

　
秋
田
の
ヤ
マ
モ
味
噌
さ
ん
と
東
京
ワ
イ
ナ
リ
ー
さ
ん
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　
こ
れ
か
ら
も
Ｉ
Ａ
Ｃ
は
日
本
の
誇
れ
る
食
材
の
味
噌
や
地
方
の
特
産
品
を
楽
し
め
る

企
画
を
考
え
た
い
と
思
い
ま
す
。
関
係
の
団
体
や
企
業
の
方
、
お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

三
月
三
日　

築
地
場
外
市
場
に
て

食
の
歳
時
記
＠
つ
き
じ　

ひ
な
祭
り　

写真：（会場の様子・料理写真）阿部櫻子、（酒）竹田重仁 イラン

カスピ海
黒海

トルクメニスタン

ウズベキスタン

イラクシリア

トルコ

グルジア

ロシア

アゼルバイジャン
エレバン

アルメニア

　

ポ
ゴ
シ
ャ
ン
大
使
か
ら
は
Ｉ
Ａ
Ｃ
に
大
変
ユ
ニ
ー
ク
な
ご
提
案
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
そ
れ
は
「
食
の
ク
ロ
ス
テ
イ
ス
テ
ィ
ン
グ
」、
つ
ま
り
、
日
本
酒

に
合
う
ア
ル
メ
ニ
ア
の
料
理
と
菓
子
、
ア
ル
メ
ニ
ア
の
お
酒
に
合

う
日
本
の
料
理
と
和
菓
子
を
提
供
す
る
こ
と
を
Ｉ
Ａ
Ｃ
に
任
せ
た

い
と
の
こ
と
で
し
た
。
う
れ
し
い
ご
提
案
で
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
に
ア

ル
メ
ニ
ア
と
日
本
の
料
理
を
そ
れ
ぞ
れ
二
品
、
お
菓
子
を
そ
れ
ぞ

れ
一
品
提
供
、
そ
れ
で
好
き
な
組
み
合
わ
せ
を
ア
ン
ケ
ー
ト
し
ま
し

た
。
そ
の
結
果
を
人
気
の
組
合
せ
と
し
て
ク
ロ
ー
ジ
ン
グ
で
再
度
、

そ
の
メ
ニ
ュ
ー
を
提
供
し
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
人
気
の
組
合
せ
は
、

●
ア
ル
メ
ニ
ア
料
理　

葡
萄
の
葉
の
ト
ル
マ
（Tolm

a

）

　
　
　
　

ｘ

　

日
本
の
お
酒

●
日
本
の
お
菓
子　

味
噌
松
風

　
　
　
　

ｘ

　

ア
ル
メ
ニ
ア
の
お
酒

で
し
た
。

　
こ
の
企
画
で
大
役
を
果
た
し
て
く
だ
さ
っ
た
会
員
の
高
田
桃
子

さ
ん
と
中
路
理
恵
子
さ
ん
か
ら
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

昨
年
I
A
C
の
ご
助
力
を
頂
い
て
、
ラ
ト
ビ
ア
へ
夏
至
祭
り
や
食
探
訪

の
旅
に
出
て
以
来
、
食
を
通
し
た
文
化
交
流
の
世
界
に
ど
っ
ぷ
り
楽
し
く

は
ま
っ
て
お
り
ま
す
。
今
回
は
ア
ル
メ
ニ
ア
文
化
週
間
の
イ
ベ
ン
ト
に
お

出
し
す
る
ア
ル
メ
ニ
ア
料
理
四
品
と
い
う
事
で
大
役
を
承
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
大
変
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
普
段
は
出
来
な
い
体
験
で
あ
り
、
今

ま
で
全
く
知
る
こ
と
の
な
か
っ
た
ア
ル
メ
ニ
ア
の
文
化
に
触
れ
る
事
が
出

来
た
の
は
得
難
い
経
験
で
し
た
。

　

今
回
大
使
館
に
頂
い
た
レ
シ
ピ
で
作
っ
た
ア
ル
メ
ニ
ア
料
理
は
ど
れ
も

ヘ
ル
シ
ー
で
美
味
し
く
、
食
材
や
料
理
法
な
ど
近
隣
諸
国
と
の
繋
が
り
も

垣
間
見
え
、
や
は
り
食
文
化
は
奥
深
く
て
面
白
い
な
ぁ
と
改
め
て
感
じ
た

次
第
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
金
銭
に
変
え
ら
れ
な
い
経
験
と
い
う
価
値
を
得
ら
れ
た
の

は
と
て
も
幸
せ
な
こ
と
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
今
回
、
テ
ィ
ー
イ
ン

ス
ト
ラ
ク
タ
ー
で
お
菓
子
の
専
門
家
で
も
中
路
理
恵
子
さ
ん
と
経
験
を
分

か
ち
合
え
た
こ
と
も
貴
重
で
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
益
々
食
を
通
し
た
文
化
交
流
の
輪
が
広
が
っ
て
い
き
そ
う
な

予
感
で
、
ワ
ク
ワ
ク
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
に
乞
う
ご
期
待
！
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

（
高
田
桃
子　

Ｉ
Ａ
Ｃ
会
員
、
管
理
栄
養
士
、

世
界
の
家
庭
料
理
研
究
家
）

HP   http://sophia-net.com

ＩＡＣ の年会費が 5千円にさがりました！
～ 世界とつながる活動を一緒にしてみませんか？～

<official site>http://iactokyo.jp 　<facebook>http://iactokyo.jp/facebook/
<web-shop 世界の工芸品>http://iactokyo.shop-pro.jp 　 

写真：（会場の様子など）大山雅義、　（酒）竹田重仁、（ヨーグルト味噌関連）高田桃子

会員として活動に参加してください。
年会費：個人5千円　法人５万円（一口）
「風流」の同行取材にご協力いただけ
る方を募集しています。
広告を募集しています。

●

●

●
「風流」やIACホームページへの広告で、貴社、貴店の
 PRとともにIACの活動をサポートしてください。

一緒に実現する
IACの文化交流

活動報告等
載せています

　

こ
の
た
び
、
ア
ル
メ
ニ
ア
文
化
週
間
で
お
菓
子
を
担
当
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

事
前
に
、
大
使
と
お
目
も
じ
す
る
機
会
を
い
た
だ
き
、
自
国
の
文
化

と
同
じ
よ
う
に
日
本
の
食
文
化
に
も
精
通
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
感
激
い
た

し
ま
し
た
。

　

そ
の
時
に
「
食
の
ク
ロ
ス
オ
ー
バ
ー
」
と
の
お
題
を
頂
戴
し
悩
ん
だ
結

果
、ア
ル
メ
ニ
ア
の
お
菓
子
は
、ア
ラ
ブ
圏
な
ど
で
も
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な
、ナ
ッ

ツ
を
挟
ん
だ
パ
イ
生
地
に
シ
ロ
ッ
プ
を
か
け
た
「
パ
ク
ラ
バ
」、
ア
ル
メ
ニ

ア
ワ
イ
ン
や
ブ
ラ
ン
デ
ー
に
合
う
和
菓
子
と
し
て
、「
味
噌
松
風
」
を
。

　

味
噌
松
風
と
は
、
味
噌
入
り
、
し
っ
か
り
め
の
食
感
の
ケ
ー
キ
の
様
な

お
菓
子
で
、
味
噌
の
発
酵
し
た
う
ま
み
や
風
味
、
焼
く
と
立
ち
上
る
カ

ラ
メ
ル
臭
が
ブ
ド
ウ
の
発
酵
さ
せ
た
お
酒
に
合
う
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。

　

和
菓
子
は
、
見
た
目
華
や
か
な
お
菓
子
が
よ
い
の
で
は
と
、
地
味
な
こ

の
お
菓
子
を
提
案
さ
せ
て
い
た
だ
く
の
は
か
な
り
勇
気
が
要
り
ま
し
た

が
、
結
果
、
好
評
を
賜
り
、
う
れ
し
く
思
い
ま
し
た
。

　

今
回
勉
強
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
ば
か
り
で
、
今
後
も
継
続
し
て
ア
ル

メ
ニ
ア
の
豊
か
な
文
化
と
歴
史
に
も
っ
と
触
れ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
中
路
理
恵
子　

Ｉ
Ａ
Ｃ
会
員
、
調
理
師
、

製
菓
衛
生
士
、
テ
ィ
ー
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）
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English inside

永世中立宣言で平和守る。
経済のテコは豊富な天然ガス 、医師、大臣、そして大使に

　東京渋谷区の明治通りから少し入った閑静な住宅街の一角
にトルクメニスタン大使館はある。出迎えてくださったのはグ
ルバンマメット  エリャゾフ大使。笑顔を絶やさないにこやかな
雰囲気から生粋の外交官と思いきや、何と元々はお医者さんだ
ったそう。専門は消化器内科。「沢山の患者を診察しては治療
し多くの人に感謝されました」  それがどうして大使に？「その
あとスポーツ大臣や日本で言うところの厚生大臣に任命されま
した。それが終わって今度は大使として日本に来ました」
医師、政治家、大使と全く異なるポストを次 こ々なしてきたエリ
ャゾフさん、さぞ能力の高い方に違いないと受け止めた。

「トルクメニスタンと言うと日本人はまず地理的にも近いトル
コを思い浮かべるんですが・・」

大使「我 ト々ルクメニスタン人はトルコ人の先祖であると、私た
ちは考えています。トルクメニスタン語とトルコ語はよく似てい
て三ヶ月も勉強すれば自由に使えるようになります」

　中央アジアに位置するこの国は1991年当時のソビエト連邦
から独立を果たし、1995年には永世中立を宣言、国連で185
カ国によって認定された。「ソ連から独立してみて、さてどんな
外交政策を掲げて国を守って行くか。悩んだ末に採択したの
が永世中立の宣言でした。他国と戦争をしない。他国に内政干
渉をしない。世界から武器を無くすことを目指しています。歴
史的に見ても多くの強国に囲まれている上、人口もさほど大き
くないトルクメニスタンは有史以来外国の侵略を受けてきた。
ササン朝ペルシャ、モンゴル、そして帝政ロシアーソ連。イスラ
ム勢力の侵略を受け、イスラム教への改宗を迫られた時は「戦
争をして大きな犠牲を出すよりはと当時の指導者が決断。それ
までのゾロアスター教(拝火教)を捨てて国ごとイスラム化した
と言う。トルクメニスタンはそれ以来今もイスラム教の国なの
だ。

　20世紀末の永世中立も、大国のはざまで生き抜く人口520
万人の小国の知恵なのかもしれない。世界の地域紛争をいか
にして無くすかを研究する国連機関「外交予防センター」 もこ
の国に置かれている。
　一方経済発展の中核として期待されているのが天然ガスだ。
埋蔵量は世界第4位を誇る。天然ガスのお陰で、経済成長率は
年１０%程度という高率を保っている。

「2013年には我が国の大統領が日本を訪問、10億米ドルの
経済協力プロジェクトの契約に調印しました。その中の肥料工
場は2014年に稼動しました。資源大国トルクメニスタンと先進
国日本とはもっともっと協力提携の可能性があると思います」 
　大使の視線は更なる未来を見据えているようだ。

文：山下靖典（ＩＡＣ顧問）
写真：藤倉明治（ＩＡＣ会員）

の
韓
国
（
二
〇
〇
四
年
）
や
中
国
（
二
〇
一
〇
年
）

で
の
大
会
を
み
る
限
り
、
大
会
開
催
に
よ
る
国
の

博
物
館
施
策
や
博
物
館
に
対
す
る
社
会
的
認
知

度
の
高
ま
り
な
ど
に
お
い
て
、
非
常
に
影
響
力
が

大
き
い
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。今
後
は
、
広
く
一

般
市
民
な
ど
に
向
け
て
も
博
物
館
に
対
す
る
社

会
的
認
知
度
を
高
め
る
た
め
の
活
動
を
展
開
し

て
い
く
こ
と
が
重
要
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

❷
な
ぜ
国
際
的
な
活
動
に
関
わ
る
の
か

　

で
は
、
な
ぜ
一
地
域
博
物
館
の
学
芸
員
が
こ
の

よ
う
な
国
際
的
な
活
動
に
関
わ
る
の
か
。私
は
地

域
博
物
館
に
身
を
置
く
者
と
し
て
、「
地
域
性
と

国
際
性
」
の
往
復
活
動
が
重
要
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。つ
ま
り
、
地
域
に
密
着
し
、
文
献
資
料
調
査
や

フ
ィ
ー
ル
ド
調
査
を
通
じ
て
日
本
近
現
代
の
制

度
や
地
域
住
民
の
生
き
ざ
ま
に
深
く
切
り
込
み

つ
つ
、
一
方
で
国
際
的
な
活
動
を
通
じ
て
社
会
や

歴
史
を
ホ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
に
把
握
で
き
る
よ
う

❶
I
C
O
M
京
都
大
会
の
開
催
決
定

　

本
年
六
月
三
日
、
パ
リ
の
ユ
ネ
ス
コ
本
部
で
開

催
さ
れ
た
国
際
博
物
館
会
議
（
I
C
O
M
）
の
諮

問
委
員
会
で
、
二
〇
一
九
年
の
I
C
O
M
大
会
の

開
催
都
市
が
京
都
市
に
決
定
し
ま
し
た
。九
月
一

〜
七
日
に
約
三
千
人
の
博
物
館
専
門
家
が
参
加

し
て
開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

I
C
O
M
日
本
委
員
会
（
委
員
長
：
青
木
保
・

国
立
新
美
術
館
長
）
は
、
こ
の
三
年
に
一
度
開
催

さ
れ
る
I
C
O
M
大
会
の
京
都
開
催
が
日
本
の

博
物
館
全
体
の
国
際
化
を
促
し
、
そ
の
振
興
に
寄

与
す
る
も
の
と
し
て
、
大
会
招
致
準
備
委
員
会
お

よ
び
作
業
部
会
を
設
置
し
、
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
。開
催
が
決
定
し
た
の
で
、
今
後
は

大
会
運
営
委
員
会
を
設
置
し
、
オ
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン

で
準
備
を
進
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

I
C
O
M
や
そ
の
大
会
自
体
は
博
物
館
の
専

門
家
の
た
め
で
あ
り
、
博
物
館
に
関
す
る
国
際
共

通
認
識
な
ど
を
形
成
す
る
場
で
す
が
、
こ
れ
ま
で

努
め
る
こ
と
で
、
所
属
先
の
博
物
館
に
お
け
る
モ

ノ
や
知
の
共
有
の
仕
方
を
、
市
民
の
知
的
生
活
に

対
し
て
よ
り
幅
広
く
影
響
を
与
え
る
形
に
で
き

る
よ
う
に
努
め
る
こ
と
が
大
切
な
の
で
す
。

　

こ
う
し
た
活
動
に
よ
っ
て
、
自
分
自
身
の
仕
事

上
の
立
ち
位
置
や
役
割
を
理
解
し
、
俯
瞰
的
に
地

域
史
や
所
属
先
の
博
物
館
の
仕
事
を
理
解
す
る

こ
と
も
で
き
る
よ
う
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と

思
っ
て
い
ま
す
。

❸
メ
リ
ッ
ト
と
リ
ス
ク

　

こ
の
他
に
も
、
I
C
O
M
に
参
加
す
る
メ
リ
ッ

ト
は
あ
り
ま
す
。I
C
O
M
活
動
に
関
わ
る
と
、

博
物
館
に
関
す
る
国
際
的
な
共
通
認
識
や
規
範

等
の
作
成
に
も
関
わ
る
こ
と
が
で
き
る
他
、
国
際

的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
通
じ
て
、
様
々
な
共
同
研
究

や
共
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
す
る
チ
ャ
ン
ス

が
生
ま
れ
ま
す
。

　

一
方
で
、
水
族
館
の
イ
ル
カ
問
題
や
軍
艦
島
な

ど
の
世
界
遺
産
登
録
に
係
る
外
交
問
題
、
博
物
館

の
収
蔵
資
料
の
返
還
要
求
問
題
な
ど
を
み
て
も

お
分
か
り
の
と
お
り
、
I
C
O
M
大
会
招
致
＝
日

本
の
博
物
館
の
国
際
化
に
つ
い
て
は
、
リ
ス
ク
も

伴
い
ま
す
。「
国
際
化
」と
は「
合
理
化
・
近
代
化
」

で
あ
り
、「『
伝
統
』や『
自
ら
の
価
値
観
』か
ら
の

脱
却
」
で
も
あ
り
ま
す
。「
国
際
標
準
」
と
い
う
名

の
荒
波
に
自
ら
漕
ぎ
出
し
た
か
ら
に
は
、
様
々
な

議
論
に
向
き
合
う
覚
悟
が
必
要
で
す
。大
切
な
の

は
、
自
分
た
ち
に
と
っ
て
都
合
が
悪
い
様
々
な
議

論
に
対
し
て
も
、
オ
ー
プ
ン
・
マ
イ
ン
ド
で
向
き

合
う
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

❹
I
A
C
で
の
経
験
か
ら
学
ん
だ
こ
と

　

こ
う
し
た
考
え
方
の
ベ
ー
ス
に
は
、
十
五
〜
十

六
年
ほ
ど
前
に
関
わ
ら
せ
て
い
た
だ
い
た
国
際

芸
術
家
セ
ン
タ
ー
（
I
A
C
）
で
の
経
験
が
あ
り

ま
す
。様
々
な
地
域
の
伝
統
芸
能
を
舞
台
化
し
世

界
に
発
信
す
る
こ
と
の
大
切
さ
や
、
そ
の
根
底
に

あ
る
恒
久
平
和
に
対
す
る
思
い
は
、
今
も
私
の
心

▲流暢な日本語で通訳してくれた
　Govher Berdiyeva( ゴーヘル　ベルディエワ）
　三等書記官

▲トルクメニスタンの民族衣装のゴーヘル書記官、
　出席者には日本の民族衣装の着物姿もみられ
　美しい民族衣装の交流会でもあった。
　　　　　　　　　　　　　　　写真©大山雅義

日
本
の
博
物
館
の
国
際
化
と

地
域
博
物
館
の
活
性
化

吹
田
市
立
博
物
館　

学
芸
員
（
近
現
代
史
・
博
物
館
学
）  

元
I
C
O
M
大
会
招
致
準
備
委
員
会
作
業
部
会　

委
員　

五
月
女
賢
司

の
奥
に
根
差
し
て
い
ま
す
。博
物
館
も
調
査
研
究

の
成
果
を
展
示
と
い
う
形
で
昇
華
さ
せ
、
多
く
の

来
館
者
に
見
て
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
と
い
う
意

味
で
、
伝
統
芸
能
の
舞
台
化
と
共
通
点
が
多
い
の

で
す
。今
後
は
、
有
形
の
モ
ノ
の
保
存
・
活
用
に

根
差
し
た
博
物
館
活
動
を
超
え
て
、
よ
り
積
極
的

に
無
形
文
化
財
や
市
民
の
経
験
・
思
い
と
い
っ

た
無
形
の
モ
ノ
の
保
存
・
活
用
に
も
取
り
組
む

必
要
が
あ
り
、
I
A
C
で
の
経
験
を
発
揮
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

❺
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
大
切
に
す
る
活
動
を

　

地
域
博
物
館
に
身
を
置
く
と
、
地
域
か
ら
の

様
々
な
依
頼
や
寄
贈
申
込
み
な
ど
に
接
し
ま
す
。

マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
組
合
か
ら
大
阪
万
博
に
つ
い

て
の
話
を
し
て
欲
し
い
と
い
う
依
頼
や
、
図
書
館

か
ら
市
民
向
け
講
座
で
戦
時
下
の
吹
田
の
話
を

し
て
欲
し
い
と
い
っ
た
依
頼
も
あ
り
ま
す
。ま

た
、
九
〇
年
以
上
前
に
建
設
さ
れ
た
千
里
山
住
宅

地
の
中
で
も
特
に
古
い
民
家
を
壊
す
こ
と
に
な

っ
た
と
い
う
情
報
を
受
け
、
現
地
調
査
を
す
る
こ

と
も
あ
れ
ば
、
祖
父
の
遺
品
の
軍
刀
や
自
分
で
集

め
た
昭
和
三
〇
〜
四
〇
年
代
の
家
電
が
大
量
に

あ
る
の
で
寄
贈
し
た
い
と
い
う
申
込
み
ま
で
、
本

当
に
様
々
で
す
。

　

こ
う
い
っ
た
地
域
博
物
館
が
持
つ
、
市
民
に
と

っ
て
身
近
な
情
報
や
モ
ノ
に
つ
い
て
、
今
後
学
芸

員
が
ど
の
よ
う
に
歴
史
的
な
価
値
や
意
味
を
付

加
し
、
ど
の
よ
う
に
提
示
し
、
ど
の
よ
う
に
地
域

の
身
近
な『
宝
物
』に
し
て
い
く
の
か
、
こ
れ
か
ら

の
大
き
な
挑
戦
で
す
。地
域
史
を
日
本
史
や
世
界

史
に
位
置
づ
け
る
仕
組
み
、
そ
し
て
、
地
域
史
を

自
分
史
に
位
置
づ
け
て
も
ら
え
る
よ
う
な
提
示

法
が
重
要
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。そ
う
や
っ
て
地

域
史
を
相
対
化
し
、
自
分
化
し
、
そ
し
て
俯
瞰
す

る
こ
と
が
、
市
民
一
人
一
人
が
地
域
の
未
来
を
創

造
す
る
原
動
力
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ

て
い
る
の
で
す
。

ア
イ
コ
ム

　2013年５月に駐日トルクメニスタン大使館が開設され、今年
で２周年を迎えます。それを記念して同国の文化、絨毯、衣装
を紹介する会が開催され、ＩＡＣの関係者も多数出
席しました。トルクメニスタンのお茶やお菓子での
懇親会も行われ、多くの参加者から、トルクメニス
タンについてもっと知りたい、という声がきかれまし
た。さらにトルクメニスタン大使館と別のイベントも
企画して、交流を継続していきたいと思います。

こんにちは、大使館【 第 20 回 】トルクメニスタン

ＩＡＣの文化交流の強力なパートナーは、
各国在日大使館です。それぞれの国につ
いて、「食」や「民族芸術」のシリーズとは別
の切り口でこの紙面から紹介します。
このコーナーは引き続きＩＡＣ会員の取材
で構成します。ご興味がある方は、事務局
にお問合せください。

▲トルクメニスタン大使館　特命全権大使
　Gurbanmammet ELYASOV （グルバンマメット　エリャゾフ）さん

ウクライナ

トルコ

キプロス
シリア

レバノン
イスラエル

ヨルダン

グルジア

アルメニア
アゼルバイジャン

イラク イラン
アフガニスタン

トルクメニスタン

アシガバート

ウズベキスタン
キルギス

タジキスタン

カザフスタンロシア

写真©ささきあり

トルクメニスタンの文化紹介 ４月 21日　トルクメニスタン大使館にて
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